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特殊構文③ー省略


　同じ言葉を何度も使うのは、不経済であり、耳障りな感じがします。特に話し言葉においてはその感じは益々強くなることでしょう。
  省略が起こる場合、およびその具体例についてご紹介いたします。



PART Ⅰ（省略とは）
省略が起こる場合
 ①繰り返しを避けるための省略
 ②従属接続詞の後のS＋ be動詞
 ③慣用的な省略
 ④その他の表現


(1)繰り返しを避けるため
  以下の文において（　　）内の語句は省略と考えられます。
 (a) Linda's house and Tom's (house) are both near the bus station. [所有格の後]
　　　（リンダの家とトムの家は両方ともバス停の近くにある）
 (b) It isn't as cold here as (it is) in Hokkaido.[比較構文]
　　　（ここは北海道ほど寒くはない）
 (c) Mother loves him as much as I (do).
  　  （母は私が彼を愛しているのと同じくらい彼を愛している） 
 (d) Mother loves him as much as (she loves) me.
　　　（母は私を愛しているのと同じくらい彼を愛している）
 (e) I'm here not to sell (cattle), but to buy cattle.  [平行的な構文]
　　　（私は家畜を売るためではなく買いにここに来たのです）
 (f) He went, but I didn't want to.   [代不定詞]
  ●この to は, to go という不定詞の代用表現です。toがないと目的語の種類が不明ですから、せめ　　てto だけでも残されているのです。
(2)接続詞＋S+be+～
　次の文を見て下さい。
 (g) When I was young, I would often go fishing in the sea.
       従　属　節　　　　　　主　　節
　（若い頃はよく海釣りに出かけたものでした）
  この文において、従属節の主語と、主節の主語とは同一です。この場合に限って、「従属節中の主語とbe 動詞」をそっくりそのまま省略することができます。
 (g)' When (I was) young, I would often go fishing in the sea.
 (h) When (he was) two years old, Dick came to Japan.
    （ディックは２歳の時に日本にやってきました。）
  主語が同一ではない場合でも、大した意味がなければ省略されることもあります。　
 (i) This is your umbrella, I think.  If (it is) not (yours), it may be my sister's.　
　　（これは君の傘でしょう。そうでないとすると妹のかも知れない。）
(3)慣用的な省略
 例文(i)に見られるような省略は、まとめて if not (もしそうでなければ）として覚える場合もあります。このようなものを「慣用的な省略」といいます。
 同様の例文を以下にまとめておきましょう。
 (j) My mother seldom, if (she) ever (does), goes to the movies.
　　（母は映画には、たとえ行くにしても、めったに行きません）　
 (k) Correct errors if (there are) any (errors).　（もしあれば）
　　（間違いがあれば訂正しなさい）
 (l) Though (I'm) tired, I will go, if (it's) necessary.   （もし必要なら）
    （疲れているが、もし必要なら行きます）
 (m) (I will) See you again.  （また会いましょう、さようなら）
(4)その他の省略
 感嘆文の省略例。
 (n) What a bad boy (he is) !    （なんて悪い子なんでしょう）
 (o) How beautiful (you are) !     （美人だね～） 
(5)省略を見抜くために
　これまで述べてきた項目を知っている必要がありますが、客観的に見ると、接続詞、特に「等位（対等）接続詞」の基本的な使い方を理解することが賢明です。対等接続詞は同じ語句をつなぐ働きがあります。上記英文中の例文(e)がその典型だといえます。実際例を教科書中で検討してみます。
PART Ⅱ（教科書の理解のために）
  p.136, 9行目の英文です。 I hadn't noticed the stalled car but the driver had,  
  対等接続詞のbut に注目して下さい。the driver had となっています。but の左側の部分で同じような表現を探してみましょう。次のように並べることが可能です。       
             I hadn't noticed the stalled car    （私はｴﾝｽﾄした車に気づかなかった）
                but                                      しかし
    the driver had, (noticed the stalled car)     （運転手はその車に気がついた）
  まだまだ似たような箇所はいたる所に転がっています。うまくつながらないなぁ、と思ったら、省略があるのでは？と考えることも必要なことです。
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親子で学ぶ                                                              第４８号
特殊構文④ー日本語と英語


　私たちは今英語を学習しています。その中で「ずいぶん日本語と違うなぁ」とか「日本語と似ているなぁ」と思ったことがあります。今回から３回にわたり、日本語と英語の言語の相違に焦点を当てて考えてみましょう。それにより、日本語ではあまり見かけない表現（名詞表現と無生物主語構文）について目を向ける機会が増えることになれば有りがたいと思います。日本語ではあまり見かけない分だけ、理解に苦しむ面があるかも知れません。ちょっと頑張ってみて下さい。



●名詞表現を理解しよう！
(1)言語の相違
  私たちの日本語は、動詞・形容詞が中心の言語です。それに対して英語は、名詞中心の言語です。例えば機内サービスで、「コーヒーが欲しい場面」を想像してみて下さい。日本語と英語ではどのように表現するのでしょうか。
　　日本語：「コーヒーお願いします・コーヒーを下さい」
英　語：Coffee, please.
　日本語では「～を下さい」のように動詞を用います。英語のcoffee は名詞です。
 日本語ー動詞・形容詞中心
 英  語ー名詞中心


(2)名詞の固まりを作る
　文を基本にした英語で考えてみましょう。
 (a) I have a book. 
  意味は大丈夫ですよね。これを名詞中心にしてみましょう。名詞はa book です。ではどのようにしたらよいのでしょう？次のようにしたらどうですか？
 (a)' My book.  （私が本を持っている、ということは、『私の本』と同じ意味になるでしょう。）同様に、He has two books. は His two books. になりますよね。では Tom has three pens.はどうなりますか？そうです、Tom's three pens. です。良くできました。
　今度はちょっと難しくなりますよ。
 (b) My grandfather died. （祖父が亡くなった）
　動詞、die の名詞形（死）が death[ﾃﾞｽ]です。これを使って次のようにします。
 (b) My grandfather   died.          
           ↓　　　 　 ↓
 (b)' My grandfather's death        （祖父の死）
  同様の練習をしてみましょう。
 (c) John arrived.    （ジョンが到着した） arrive の名詞形は arrival[ｱﾗｲｳﾞｧﾙ]。
     ↓　　↓　
    John's arrival      （ジョンの到着）
　これまでは「主語＋動詞」の文をもとにしてきました。違う例を考えてみましょう。
 (d) He is happy.   [主語＋be動詞＋形容詞]  （彼は幸せである）
     ↓     ↓
     his happiness      （彼の幸福）
　この場合は形容詞を名詞形に変えてみます。happy → happiness (幸福)
be 動詞はあまり重要性がありませんので、カットしてしまいます。
  くどいですがもう一つ。同様の考え方をしてみて下さい。
 (e) John is clever.   （ジョンは賢い）
      ↓　 　 ↓　
    John's  cleverness
今度は少し余分な語句を添えてみましょう。
 (f) My grandfather died suddenly.  （祖父が突然亡くなった）　副詞が添えられています。ところで「副詞」は何を修飾するんでしたっけ？そう、形容詞・副詞・文・動詞です。suddenly がなければ, My grandrather's death でしたね。では、副詞はどのような処理をするのでしょう。次の空欄を埋める言葉（品詞）は何でしょうか。
   副詞 →動詞を修飾
     （答→形容詞）

           ↓





  ?
 →名詞を修飾







　suddenly の形容詞形は, sudden です。問題はこの形容詞の位置です。名詞と形容詞の位置関係は「形容詞＋名詞」です（美しい花→beautiful flowers のように）。
sudden という形容詞は death という名詞の左側（手前）において次のようにします。
 (f)' my grandfather's sudden death   (祖父の突然の死)         
　これまで少しくどいくらいに例文を検討してきました。おぼろげながらでも名詞の固まりについてご理解いただけるようになりましたでしょうか？（難しい高校）入試問題から例をとりましょう。
 (g) He rises early.  = He is (   ) (     ) (        ).
　rise は get up と同様に「起きる」という意味で用いられます。動詞 rise を名詞にすると、riser （起きる人）。early は副詞であると同時に、形容詞としても用いられます。形容詞と名詞の位置関係に注意しながら並べると、
　答→ He is ( an ) ( early ) ( riser ).   （彼は早く起きます）
 紙上：カルチャースクール


         　　  （高校編）
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